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たんご みず え うら 

むかし、 むかし、 丹 後の 国 水の 江の 浦に、 浦 島太郎 

と いうり ようしが ありました。 

浦 島太郎 は、 毎日 つりざお を かついで は 海へ 出かけ 

て、 たいや、 かつおな どのお さかな をつつ て、 おとう 

さんお かあさん を やしな つ ていました。 

ある 日、 浦 島 はいつ ものと ぉリ 海へ 出て、 一日お さ 

とち ゅラ 

かな をつつ て、 帰って きました。 途中、 子どもが 五、 

六 人 往来に あつまって、 がやがや いっていました。 ！i 

かとお もって 浦 島が のぞいて みると、 小さい かめの 子 



御殿の なか をの こらず 見せても らいました。 どのお へ 

や も、 どのお へや も、 めずらしい 宝石で かざり 立てて 

あります から そのうつ くし さは、 とても 口 や ことばで 

はいえない くらいでした。 ひととおり 見て しまう と、 

おとひめ 

乙姫 さま は、 

「こんど は 四季の けしき をお 目に かけましょう」 

といって、 まず、 東の 戸 をお あけに なりました。 そこ 

は 春の けしきで、 いちめん、 ぼうっと かすんだ なかに、 

さくらの 花が、 うつくしい 絵の ように 咲き乱れて いま 

あお あ え i こ 

した。 青青と したやな ぎの 枝が 風に なびいて、 そのな 

かで 小鳥が ないたり、 ちょうちょうが 舞ったり してい 



うした ちが げんきょく 舟うた をうたい ながら、 網 を ひ 

いたり 舟 を こいだり している ところ を、 まざまざと 夢 

に 見る ようになりました。 浦 島 はい まさらの ように、 

「おとう さんや、 おかあさん は、 いまごろ どうしてお 

いでになる だろう」 

と、 こうお もい 出す と、 もう、 いても 立っても いられ 

なくなる ような 気がしました。 なんでも 早くう ちへ 帰 

りたい とば かりお もう ようになりました。 ですから、 

もうこの ごろで は、 歌 をき いても、 踊り を 見ても、 お 

もしろ くない 顔 をして、 ふさぎこんで ばかりい ました _ 

ようす おとひめ しんぱ い 

その 様子 を 見る と、 乙姫 さま は 心配して、 



ら ない 顔ば かりで、 むこうで もみよう な 顔 をして、 じ 

ろじろ 見ながら、 ことば も かけずに すまして 行って し 

一 一、 ヽ 一 一、 r o 

「おかしな こと も ある もの だ。 たった 三年の あいだに 

みんな どこかへ 行って しまう はず はない。 まあ、 なん 

でも 早くう ち へ 行つ てみ よう」 

こうひと りごと をい いながら、 浦 島 はじ ぶんの 家の 

ほうがく 

方角へ あるき 出しました。 ところが、 そこと おもう あ 

たりに は 草 や あしが ぼうぼうと しげつ て、 家 なぞ はか 

げも かたち もありません。 むかし家の 立って いたらし 

い あと さえ もの こって はいませんでした。 いったい、 
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